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４．水素保安戦略検討会の検討状況等

第１回 令和４年８月５日
議題 ・水素を取り巻く状況と課題について

・事業者ヒアリング

第２回 令和４年９月５日
議題 ・事業者ヒアリング

第３回 令和４年10月５日
議題 ・NEDO、高圧ガス保安協会からのヒアリング

・水素保安を巡る主要国の取組について
・目指すべき方向性の整理について

第４回 令和４年11月28日
議題 ・課題等の整理・対応策の検討①

第５回 令和４年12月26日
議題 ・課題等の整理・対応策の検討②

第６回 令和５年２月27日
議題 ・検討会報告書（中間とりまとめ案）

水素保安戦略の中間とりまとめ・公表
令和５年３月１３日

審議の経過委員等名簿

＜委員長＞

三宅 淳巳 横浜国立大学 理事・副学長

＜委員＞

大畑 充 大阪大学大学院 工学研究科 教授

大平 英二 NEDOスマートコミュニティー・エネルギーシステム部
ストラテジーアーキテクト

坂田 興 一般社団法人水素エネルギー協会 監事

佐々木一成 九州大学 水素エネルギー国際研究センター長

白井 康之 京都大学 エネルギー科学研究科 教授

富岡 秀徳 一般社団法人水素供給利用技術 技術部長

原田 文代 日本政策投資銀行 常務執行役員

久本晃一郎 高圧ガス保安協会 理事

松平 定之 西村あさひ法律事務所 パートナー弁護士

三浦 佳子 消費生活コンサルタント

吉川 暢宏 東京大学 生産技術研究所 教授

吉見 望 デロイトトーマツコンサルティングシニアマネジャー

＜オブザーバー＞
石油連盟、石油化学工業協会、電気事業連合会、日本ガス協会、
日本ガス機器検査協会、水素バリューチェ－ン推進協議会等

⚫水素保安の全体戦略と水素のサプライチェーン全体を見渡した保安の在り方についてまとめた、
「水素保安戦略」の中間的なとりまとめを、3月１３日に公表。
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５－１．水素保安戦略の柱①（科学的データ等の戦略的獲得）

⚫ NEDO交付金等を通じ、大規模な水素利用に向けた技術開発プロジェクトが進行中。

⚫ タイムリーかつ経済的に合理的・適正な保安規制導入のため、保安当局がプロジェクトの初期
段階から参加する等、世界に先駆けて保安基準の策定に資する科学的データ等を戦略的
に獲得し、官民で共有していくことが必要。

【事業者における技術開発の現状】

●水素発電などの大規模な水素利用を進めるた
めには、海外からの液化水素の受入上、大型液
化水素タンクの建設が必須。

●世界に類を見ない５万㎥クラスの液化水素タン
クの建設に向けた技術開発が進行中。

大型液化水素タンク

●水素発電実証プロジェクトにおいて、高圧水素
パイプラインの新設、又は既設天然ガスパイプライ
ンへの水素混入が想定される。

●材料の検証や技術基準・指針の策定に向けた
検討等が今後必要。

高圧水素パイプライン
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５－４．水素保安戦略の柱④（人材育成・大学の活用）

⚫水素社会の実現のためには、水素社会を担う厚い人材プールの形成が必要であり、
その鍵は大学の活用。

⚫国、事業者・事業者団体等が大学を支え、人材育成・高度化の源泉となる人材供
給の源泉となる知の好循環を生み出していく。

〇九州大学
✓ 大学院工学府に水素エネルギーシステム専攻を設置。
保安を含む教育、研究を実施し、学生や社会人を広く
受け入れている。

〇横浜国立大学
✓ 所属専攻以外の分野を系統的に学ぶことを目的とし
た副専攻プログラムに、 「水素エネルギー学副専攻
プログラム」や「安心安全マネジメントプログラム」を設
置し、教育を実施。

＜安心安全マネジメント＞
自然科学と人文・社会科学の融合知識をベースとし、具体的な
実務上の課題に、リスクマネジメントの手法を的確かつ総合的に
適用できる人材の育成を目的とし本プログラムを行っています。

〇山梨大学
✓ 燃料電池ナノ材料研究センターを設置。NEDO等の
プロジェクトにも参画し、産学官の連携を活用した研
究開発に取り組んでいる。

【水素社会を支える人材に関する大学の取組について】
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